
木材の高度立体造形加工による
新分野進出に向けた試作の取り組み

平成25年度

サイズがわからないものは、3Dで読み込んで製作。心の不安を多少でもやわらげるため、木製で製作。
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　当社はあえて自社ブランドを持た
ない木工製造のＯＥＭメーカーであ
るが、医療は未だ体験のない分野
である。医療と木製家具の結びつき
がイメージしにくいと思われるが、
例えば、ＭＲＩ検査室に入って行く際
に、患者の車椅子が木製であれば、
無機質で冷たい空間で不安な気持
ちで検査を受ける時でも、多少はや
わらいだ気持ちになれるのではない
かと考えた。そこに新たな市場開拓
の可能性を求め事業を計画した。
車椅子は、車輪・ブレーキシステム

等を木製にするためには安全性と耐
久性を確保して接合するために、各
パーツを形どりしなくてはならない。
正確なサイズを計測するために、３Ｄ
スキャナ、３次元ＣＡＤ・ＣＡＭを導
入、試作開発を行い、具体的な製
品を形にしてアピールしていく。新
規開拓先としては、既存顧客の中で
も、義手や義足関係を製作している
医療に携わっているメーカー等を念
頭にアピールしていくことで新規市場
の開拓を図る。

　車椅子のブレーキ、車輪、車軸、
ステップは市販品を使用したり、当
然、カタログには記載されていない
パーツの寸法は、既存のパーツを３Ｄ
スキャナーで読み取り、３次元ＣＡ
Ｄ・ＣＡＭの画面上で設計していく。
製作のイメージが決まったらデー
ターをもとに加工機により実際の
パーツ単位の部品を製作、次に３次

元の加工マシンにより加工組立を行
う。当社の製造業である強みを活か
し、デザイン的なプレゼンだけでな
く、作図したものを試作し、実践力・
技術力をアピールする。プロダクト
デザインを製造ラインで加工組立て、
ひとつの製品を作り上げるまでが試
作ととらえている。デザインの変更
にも臨機応変に対応していく。

事業の背景・目的

事業内容
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試作開発＋設備投資

ものづくり技術
成長分野型
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3次元のCAD・CAMを導入。試作品をデザインしていく。
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http://www.asahi-sofu.co.jp

100% OEMシステム 家具製造
業（イス、テーブル、ソファー、ベッ
ド等）現有技術系統・三次元
CAD/CAMによる開発技術・断
裁、縫製加工技術・張り加工技
術・木工加工技術・塗装技術・
モールド発泡成型技術・成型治
具製作技術・刃物研磨技術

　初年度で一次試作品は完成品とし
て実際座れるものが完成した。３Ｄ
スキャナー、３次元のＣＡＤ・ＣＡＭ
を導入し具体的な商品を製品として
アピールする事業として、当社らしさ
のデザインイメージで二次試作、三
次試作と進めてきた。製品としての
形にはなったので、次のステップは、
いくつかの試作を製作する過程にお

いてもう少しデザイン性を高めたもの、
人間工学的に優れた形状にして身体
的にも優しいユニバーサルデザイン
まで煮詰めたものを制作している。
　３Ｄスキャナー、３次元のＣＡＤ・
ＣＡＭ操作方法は通常考えられるよ
りも短い、半年弱の期間で習得し、
設計を進めていった。

事業の成果

　成長分野に向け、今後は海外販
売も念頭においている。現行の取引
先は、国連に納品した椅子の販売
元であるデンマーク１社だけである
が、今後、告知していくことでヨーロッ
パ市場に向けたアピールができれば
かなりの数での受注の可能性が期

待できる。
　きっかけは無機質な空間に木製
の椅子ならという発想。実際に、病
院の中、ロビー、待合室に木製をと
指定いただく場合がある。新分野参
入製品は、使う人の心にやわらかさ
を届けるものでありたい。

今後の展望
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